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至叶唄
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其之四

かわぐち
　     平成 27年
10/18（日）

大岡全十区をフィールドに歩きながら
考える『集楽学校』。第四回目は川口。

テーマに、今年と来年で大岡を北
から順に探訪していきます。各区を
めぐりながら、地元の方からの説明
や宮下先生の解説を交え、先人の

声に耳を澄ませ、
地域に伝えられた
文化を掘り起こし
明日の「集楽」を
皆で共に考えます。
  

     
主催／大岡住民自治協議会 
　　　川口区
共催／長野市大岡支所
　　　大岡中学校・大岡小学校
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１

 支所前  

八
り
ほ
え
や

堀
重

宮
ら
い
だ
や
み

平

椛
ち
う
ば
か

内

宮
き
わ
の
や
み

脇
ノ

  アルプス
 展望公園

JA●
文○

◎
大岡支所

■
保健センター

歴史民俗資料館  ■
 〒

棚
ら
は
な
た

原

慶
し
い
け

師

内
み
げ
ち
う

見
花

ぼ
く
の
ぎ
お荻

保
久
ノ

   ■運動場

雨
け
い
ま
あ

池

             ●

五ヶ村

観音堂

十
王
堂
と
筆
塚

秋
葉
社

             ●

高
嚴
寺

樋
知
大
神
社
郷
宮

住吉神社
小松尾城址
　

女
う
り

ぞ
な
お

里
蔵大

わ
た
お
お

和
田

和
ら
い
だ
わ

平

仏
ぜ
か
っ
ぶ

風

椚
き

ぬ
く

木

和田ノ城棚
原
沢

　 川口橋
 

「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ

八
り
ほ
え
や

堀
重

宮
ら
い
だ
や
み

平

椛
ち
う
ば
か

内

聖
川
沢

宮
き
わ
の
や
み

脇
ノ

  アルプス
 展望公園

JA●
文○

◎
大岡支所

■
保健センター

歴史民俗資料館  ■
 〒

棚
ら
は
な
た

原

慶
し
い
け

師
外

み
げ
と
そ

見
花内

み
げ
ち
う

見
花

ぼ
く
の
ぎ
お荻

保
久
ノ

   ■運動場

雨
け
い
ま
あ

池

             ●

上
お
り
く
み
か

尾
栗

下
お
り
く
も
し

尾
栗

高
ば
ち
い
か
た

場
市

北

お
つ
ま
こ
た
き

尾
松
小

観音堂

十
王
堂
と
筆
塚

秋
葉
社

             ●

高
嚴
寺

樋
知
大
神
社
郷
宮

　　●道祖神

　　道祖神　　●
　　

　　　　　　　●
石塔群

　
　
　
　
　

●

　
　

子
安
観
音

住吉神社
小松尾城址
　

梨
ぎ
し
な

木

日
あ
わ
せ

ち
に

合
日

あ
わ
せ

ち
に

合

川ぐ
ち

わ
か

口
川ぐ

ち

わ
か

口

安
か
す
や

賀
安
か
す
や

賀

梶
ら
い
だ
じ
か

平

女
う
り

ぞ
な
お

里
蔵大

わ
た
お
お

和
田

和
ら
い
だ
わ

平

仏
ぜ
か
っ
ぶ

風
椚

き

ぬ
く

木

和田ノ城

　屏風岩
　

棚
原
沢

樋
ノ
口
沢

萱
ば
り
か

か
や

場
刈

　児玉橋

国
道
十
九
号
線

394 395

393

12

梨木地区 熊野大神社
梨木石造仏群
小松坂  旧通学路と供養塔
道の駅 地層
＊昼食
健大岡神社（神楽舞）
川口 地区めぐり
橋木橋・船着場・筆塚・道祖神
　
火おこし
講師のお話・座談

●川口地区センター
川口の方による協力

安賀沖田園風景

●川口地区センター

●川口地区センター

金戸山

鷹狩山

城山

町
だ
ち
ま

田
　久方橋 下

か
お
お
も
し

岡
大 中

み
さ
ば
か
な

鋏

川ぐ
ち

わ
か

口
川ぐ
ち
ひ
が
し

わ
か

口
東

　橋木橋　橋木橋

　　　　■
地区センター
　　　　■
地区センター

建大岡神社
　
建大岡神社
　

熊野社
　
　　　　　

　　●六地蔵

　　　　●
大岡道の駅

　　道祖神　　●
　　

　

犀
川

　　●石塔
　　

　　記念碑　●
　　

　　筆塚●
　　

　　筆塚●
　　

　　●道祖神

　　　　　　　《水田》

　庚申塔
筆塚
　　●
　　
●

馬頭観音
　　

県道川口田野口線県道川口田野口線

　
北小松尾
分校跡
　　

●

　　　　　　　《地層》



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

２

1大
岡
随
一
！

十
町
歩
の
水
田
風
景

　

安
賀
地
区
は
犀
川
沿
い
の
段
丘
地
域
で
、
山
あ

い
の
村
が
多
い
大
岡
の
な
か
で
は
比
較
的
大
き
な

水
田
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
水
は
聖
山
西
麓

に
発
す
る
清
流
「
樋
ノ
口
沢
」
か
ら
「
安
賀
水
路
」

へ
と
導
水
さ
れ
て
い
ま
す
。
樋
ノ
口
沢
は
上
流
か
ら

一
里
二
十
一
町
（
六
二
九
〇
ｍ
）
の
旅
を
終
え
る
頃

に
は
水
温
が
若
干
上
昇
し
つ
つ
、こ
こ
安
賀
（
安
川
）

地
区
で
犀
川
と
合
流
し
ま
す
。
広
々
と
し
た
こ
の

田
園
風
景
は
以
前
か
ら
の
水
田
を
昭
和
に
入
っ
て

大
規
模
に
拡
大
・
耕
地
整
備
し
た
も
の
で
す
。
現

在
耕
作
者
は
安
賀
・
川
口
居
住
者
の
ほ
か
、
八
坂

栃
沢
か
ら
や
っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
。

　
安
賀
沖
田
園
風
景

  

や
す
か 

お
き

「
提
灯
測
量
」
で

稲
作
拡
大
に
挑
ん
だ

　

往
時
の
開
田
は
樋
ノ
口
沢
沿
い
の
宮
平
か
ら
下

流
へ
は
約
六
キ
ロ
の
長
い
「
梨
木
せ
ぎ
」
に
よ
っ
て

梨
木
地
区
へ
、「
安
賀
水
路
」
を
切
り
開
く
こ
と

に
よ
っ
て
安
賀
地
区
へ
と
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
土
木
機
械
や
水
平
器
具
も
無
く
、

安
賀
の
水
田
は
夜
間
に
提
灯
を
目
印
に
測
量
を
行

い
勾
配
を
決
め
用
水
路
を
引
く
「
提
灯
測
量
」
が

行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※新潟県ホームページ
糸魚川市早川谷用水路
で行われた再現実験資
料図から引用。

再現実験で見通して
いる様子（糸魚川市）

ち
ょ
う
ち
ん

　
　
測
量
？

梨木・安賀・川口地区は犀川や棚原沢に近くても地形
的にその水は利用できず、水を得るために長大な「せぎ」
や「水路」を必要とした。



３
　
梨
木
石
造
仏
群

庚
申
塔

　　
道路の拡張で一同に集められた石造仏や石祠。
道路脇のこんもりした小山に大乗妙典日本廻国、
庚申、馬頭観音（二頭）、如意輪観音､二十
三夜塔がある。谷側には舗装道路が開通する
前の旧道が残っている。

　

梨
木
の
熊
野
社
の
勧
請
経
緯
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
周
囲
に
は
大
木
も
あ
り
長
く
信
仰

さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
明
治
十
四
年
の
大
岡
村

誌
に
は
、
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
祭
神
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
書
紀
に
国
土
を
生
み
、
数
々

の
神
々
を
生
ん
だ
と
記
さ
れ
る
神
様
た
ち
で
す
。

　

火
の
神
を
生
む
と
き
に
、陰
部
に
大
火
傷
を
負
っ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
女
神
の
イ
ザ
ナ
ミ
の
遺
体
は

紀
伊
国
熊
野
の
有
馬
村
「
花
の
窟
」
に
葬
ら
れ
た

と
伝
わ
り
、
熊
野
の
人
々
は
花
の
と
き
は
花
を
も
っ

て
祭
り
、
鼓
・
笛
・
幡
旗
を
も
っ
て
歌
っ
た
り
舞

を
奉
げ
た
と
い
い
ま
す
。

　

熊
野
三
山
を
信
仰
し
各
地
へ
信
仰
を
広
め
た
熊

野
修
験
た
ち
は
、
本
宮
を
ス
サ
ノ
ヲ
、
那
智
の
神

を
イ
ザ
ナ
ミ
、
速
玉
の
神
を
イ
ザ
ナ
ギ
と
し
、
修

験
道
を
介
し
て
神
道
と
密
教
（
仏
教
）
が
一
体
と

な
っ
た
「
熊
野
信
仰
」
を
全
国
に
広
め
ま
し
た
。

鳥
居
の
近
く
に
は
大
幟
を
立
て
る
大
き
な
石
も
残

り
、
か
つ
て
は
盛
大
に
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

２
　
梨
木

熊
野
大
神
社

国
生
み
神
話
の
二
尊
を
祀
る

な
し
ぎ 

く
ま
の
だ
い
じ
ん
じ
ゃ

鳥居に熊野大神、堂内の灯籠
に熊野社と書かれている。

大幟を立てた石

◎
梨
木
の
風
景

熊
野
社
南
側
の
急
斜
面
は

雪
解
け
が一
番
早
い
の
で
、

麦
畑
が
あ
っ
た
と
い
う
。

大
乗
妙
典
日
本
廻
国
供
養
塔

馬
頭
観
音
（
二
頭
）

六
十
六
部
廻
国
聖
が
日
本
全
国
六
十
六
カ
国
を
巡
礼

し
、
一
国
一
カ
所
の
霊
場
に
法
華
経
を
一
部
ず
つ
納
め
終

え
た
功
徳
を
回
向
す
る
供
養
塔
。
鎌
倉
幕
府
成
立
期
の

有
力
者
の
前
世
を
六
十
六
部
廻
国
聖
と
す
る
伝
承
が
定

着
し
回
国
巡
礼
の
起
源
に
も
な
っ
た
と
も
云
わ
れ
る
。

　
か
つ
て
は
馬
が
移
動
や
荷
運
び
の
大
切
な
役
割

を
果
た
し
、
路
傍
に
は
亡
く
な
っ
た
馬
の
供
養
塔

で
も
あ
る
馬
頭
観
音
が
建
立
さ
れ
、
道
の
安
全
を

祈
願
し
た
。
梨
木
に
残
る
馬
頭
観
音
は
、
文
字
を

彫
っ
た
素
朴
な
も
の
だ
が
、
二
頭
分
を
刻
む
珍
し

い
も
の
。
建
立
者
に
は
心
を
通
わ
せ
た
二
匹
の
忘

れ
が
た
い
馬
の
姿
が
浮
か
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

オ
コ
シ
ン
サ
マ

こ
う
し
ん
と
う

　

彫
ら
れ
て
い
る
仏
尊
像
は
青
面
金
剛

(

し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
）
で
庚
申
信
仰

の
神
体
本
尊
。
梨
木
の
石
像
は
六
臂
で
、

手
に
、法
輪
、弓
矢
、鉾
、羂
索
な
ど
を
持
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
恐
ろ
し
い

姿
か
ら
、
邪
気
や
悪
病
を
払
う
と
さ
れ
集

落
入
り
口
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
庚

申
の
晩
に
皆
が
集
ま
り
、
寝
な
い
で
夜
を

明
か
す
講
は
楽
し
み
の
少
な
い
時
代
の
行

事
で
も
あ
っ
た
。
眠
っ
て
い
る
人
間
の
体
内

か
ら
抜
け
出
し
天
に
悪
行
を
報
告
す
る
の

を
防
ぐ
た
め…

と
も
言
わ
れ
て
い
た
。

猿
と
鶏
を
刻
む
こ
と

が
あ
る
の
は
庚
申

の
申
（
さ
る
）

に
か
け
た

も
の
で

猿
が

三
匹
の

場
合
は

「
見
ざ
る
・
言

わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
」

が
刻
ま
れ
る
。

　　
梨木地区は上村・下村があり、田は樋ノロ沢の水を引き、この水をさらに安賀に引いている。養蚕農家の面影を残す家も。
山裾には湧水流があり、正月には暗いうちから競争で若水汲みに行ったという。地区内に道祖神､筆塚もある。

３



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

４
　
小
松
坂
と
供
養
塔

こ
ま
つ
ざ
か　
　
　

く
よ
う
と
う

　

建
大
岡
神
社
の
後
上
方
は
古
く
城
郭
が
あ
っ
た

北
小
松
尾
地
区
で
す
。
か
つ
て
は
北
小
松
尾
と
川

口
地
区
と
を
短
距
離
で
結
ぶ
古
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
小
松
尾
に
分
校
の
あ
っ
た
頃
（
昭
和
三
十
六

年
頃
ま
で
）
は
こ
の
急
峻
な
山
道
「
小
松
坂
」
が

川
口
の
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
と
も
な
り
ま
し
た
。

雪
の
降
っ
た
朝
は
「
親
さ
ま
」
と
呼
ぶ
地
区
の
大

人
が
交
代
で
こ
の
道
の
雪
か
き
を
し
た
の
だ
そ
う

で
す
。

　

当
時
は
こ
の
道
を
日
原
郵
便
局
の
配
達
員
が
一

日
に
２
度
背
負
子
で
郵
便
物
を
背
負
っ
て
宮
平
郵

便
局
ま
で
運
ん
だ
、
学
校
へ
行
か
ず
に
一
日
山
で
遊

ん
で
い
た
子
が
帰
り
に
ま
た
い
た…

な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
は
歩
く
人

も
無
く
道
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
の
途
中
に
供
養
塔
の
あ
る
一
角
が
あ
り
ま

す
。
石
仏
は
百
観
音
巡
礼
供
養
塔
で
、富
士
・
立
山
・

湯
殿
三
山
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
岳
修
験
で
有

名
な
霊
場
巡
礼
を
終
え
、

戻
っ
た
人
が
そ
の
利
益
功

徳
を
回
向
す
る
た
め
に

建
立
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ほ
か
に
、
文

字
の
一
部
が
「
庵
主
」
と

彫
ら
れ
た
僧
侶
特
有
の

墓
石
「
卵
塔
」
や
五
輪

塔
の
火
輪
が
近
く
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

小
松
坂
の
供
養
塔
。
お
守
り
し
て
い
る
本
間
さ
ん
の
家
で
は「
経
塚
き
ょ
う
づ
か
」

と
呼
ん
で
き
た
と
い
う
。
建
立
と
と
も
に
納
経
も
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大岡の物産と味覚で賑わう
道の駅 長野市大岡特産センター

小学校の地層学習にも
利用されている。

文化往来の地

思
い
出
の
古
道
「
小
松
坂
」

温
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
伝
わ
る
。

５
　

道
の
駅
と
地
層

み
ち
の
え
き　
　
　

ち
そ
う

　

昭
和
六
十
三
年
、
大
岡
村
は
山
村
振
興
事
業
で

岩
魚
の
加
工
場
を
整
備
し
た
の
で
農
産
物
と
あ
わ
せ

販
売
す
る
場
所
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成
二
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
当
初
年
間
売
上
げ

は
約
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
村
民
雇
用
所
の
役
割
も

果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

中
央
高
速
道
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
道
十
九

号
線
の
通
行
量
が
激
減
、
平
成
八
年
か
ら
は
J
A
に

運
営
委
託
す
る
な
ど
体
制
一
新
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
特
色
あ
る
大
岡
の
味
覚
や
物
産
の
発
信
場
所

と
し
て
の
人
気
も
定
着
し
、
安
定
し
た
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
の
犀
川
沿
い
の
対
岸
は
、
大

き
な
岸
壁
に
約
四
〇
〇
万
年
前
の
海
底
地
層
が
斜
め

に
現
れ
て
人
目
を
引
き
ま
す
。
堆
積
物
が
重
力
で

す
べ
り
傾
い
た「
ス
ラ
ン
プ
構
造
」や「
サ
ン
ド
パ
イ
プ
」

と
い
わ
れ
る
生
物
の
は
い
跡
観
察
は
大
岡
な
ら
で
は

で
、
貴
重
な
地
球
の
記
録
を
学
ぶ
場
で
す
。

出
発
は
岩
魚
の
加
工
販
売
所
。

対
岸
の
海
底
地
層
も
見
所
。

信州新町化石博物館HP地層学習案内より

川口の観音堂・阿弥陀堂、
安賀の六地蔵
日合にちあわせ地名考
古い歴史のあるお堂も時代の変化とともに無住になり村人が守
り継ぐことが多い中、寛文元年（１６６１）建立の川口の観音
堂には幕末まで堂守がいたと伝わります。また、安賀地区には
安永２年（1774)建立の六地蔵の石像が今もあり、仏教文化
の足跡を伝えています。「日合」の地名由来はわかっていませ
んが、陰陽道では、一日のうちで「吉」とされる時刻を「日合」（に
ちごう）と書くようです。大岡一山へ吉祥が入ってきますように…
という往来の盛んな地ならではの名残りなのかもしれません。

（
下
市
場
）

舟
渡

（
→
大
町
・
糸
魚
川
）

（
高
市
場
）

北
小
松
尾

川口南地区の舟渡し場付近に僧や尼僧等の
墓地跡があり、今も地区でお守りしている。

安 

賀

舟
渡
川 

口

梨 

木

日 

合

（
早
川
道→

）

（

→

八
坂
・
松
本
）

　

小
川　

安賀六地蔵

イ
ワ
ナ

４



５

梶
の
葉
と

　
諏
訪
社

諏訪神社ゆかりの「梶の葉」は七夕飾りの短
冊や、神前の供物を供える葉とされ、『吾妻鏡』

によるとすでに平安時代末に諏訪明神の神紋とされ
ていたようです。建大岡神社本殿は正面の蟇又に「梶の葉」、左右
には「十二菊・菊水」が施されています。寺社の建築に用いられる「蟇
又」（かえるまた）は元 は々上部の重さを支える建築部材ですが、こ
こに彫刻彩色して、ゆかりの絵柄を表す役割もあります。

大
岡
の
大
地
に

し
っ
か
り
と
土
台
が

つ
な
が
る
郷
社

建大岡神社の本殿の土台は、床張りの拝
殿が加えられた現在も土の上に置かれてい
ます。土台が大岡の大地に常に接し、拝殿は地主の神さまと向か
い合い拝する場所となっています。また、掛造りの寺院建築では
観音堂が岩に接し観音像も岩と接していることが多いといいます。

春
と
秋
の
祭
礼
で
地
区
の
若
連
の
手
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
獅
子
神
楽
は

二
人
立
ち
の
太
神
楽
（
獅
子
を
舞
わ
せ
て
魔
を
払
い
，祈
祷
す
る
神
楽
）。

現
在
の
舞
は
五
部
構
成
で
、一
、
道
中
囃
子
（
道
行
き
）
二
、
幌
舞
（
獅

子
頭
で
幌
前
を
絞
っ
た
り
広
げ
た
り
左
右
に
振
っ
た
り
す
る
）
三
、
御

弊
と
鈴
の
舞
（
五
穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
を
祈
る
舞
い
）
四
、
狂
い
（
〜

さ
ら
ば
な
ー
さ
ら
ば
さ
ら
ば
と
東
西
南
北
〜
と
唄
い
獅
子
の
口
を
パ
ク

パ
ク
さ
せ
る
）
五
、
後
囃
子
、
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

御水滴ノ池 鳥居と参道

長
野
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

川
口
・
建
大
岡
神
社
の
獅
子
神
楽

6
　
郷
社 

建
大
岡
神
社

ご
う
し
ゃ　

 

た
て
お
お
か
じ
ん
じ
ゃ

　

明
治
四
年
に
神
祇
官
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
大
岡

地
域
近
在
の
郷
社
（
村
社
の
上
に
置
か
れ
た
格
式
）。

川
口
を
一
望
す
る
日
合
（
に
ち
あ
わ
せ
）
地
区
山

裾
に
あ
る
。
祭
神
は
建
御
名
方
命
（
タ
ケ
ミ
ナ
カ

タ
ノ
ミ
コ
ト
）・
八
坂
斗
賣
命 

（
ヤ
サ
カ
ト
メ
ノ
ミ
コ

ト
）、
明
治
十
四
年
の
村
誌
に
は
大
歳
神
も
記
さ
れ

る
。
名
称
は
元
禄
の
堂
宮
書
上
げ
に
「
大
明
神
」

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
神
社
一
覧
に
「
諏
方
大

明
神
」。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
火
災
に
あ
い
、

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
再
建
さ
れ
た
。
参
道

入
口
に
御
水
滴
ノ
池
、
境
内
に
は
本
殿
の
正
面
に

舞
台
、
手
前
に
土
俵
の
跡
、
古
木
、
合
祀
さ
れ
た
祠
、

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
造
立
の
常
夜
灯
が
あ
る
。

例
祭
は
八
月
二
十
三
日
、
ほ
か
に
一
月
七
日
御
筒

粥
祭
り
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　　

本殿のかえるまた装飾

川
口
若
獅
子
連

川
口
若
獅
子
連

川
口
若
獅
子
連

川
口
若
獅
子
連

川口集落センターに
大切に保管されてい
る獅子頭。かつて大
岡の各村で伝承されて
いた神楽も途絶えた地区
が多いなか、川口の神楽は

五部構成の形態を伝えて貴重。

　
神
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
き

　
加
護
を
い
た
だ
く
「
お
神
楽
」
　

　
見
せ
る
た
め
に
舞
う
西
洋
芸
能
や

　

 

イ
ベ
ン
ト
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

　

 

と
違
う
、
こ
れ
ぞ
文
化
だ
ネ
。

大岡住民に益々の幸せの
良い兆しがありますように
集楽学校スペシャル！
特別獅子神楽奉納！

池
を
配
し
た
静
か
な
境
内
。

蟇
又

か
じ

舞台：池に面した板壁に鯉が描かれている。





５



８

棚田の先に犀川、震災後のせいか地層のある切り立った断崖が大きく描かれている。

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

「
御
晝
休
所
」の
風
景

　
川
口
地
域
の
江
戸
時
代
の
水
田
風
景
は
、
松

代
藩
八
代
藩
主
真
田
幸
貫
が
、
善
光
寺
地
震
の

被
害
状
況
を
視
察
し
た
際
に
、
お
抱
え
絵
師
青

木
雪
卿
が
描
い
て
い
ま
す
。
左
図
の
風
景
は
建
大

岡
神
社
前
周
辺
と
思
わ
れ
ま
す
。
題
名
に
「
於

川
口
村
御
晝
休
所
眺
望
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

藩
主
ら
が
こ
こ
で
水
田
風
景
眺
め
な
が
ら
お
昼

休
憩
を
と
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

川口地区。
対岸に絵に似た飯縄山を望む。

地区センターの東側、犀川が大きく蛇行。

真田宝物館所蔵
青木雪卿画

お
ん
ひ
る
や
す
み
ど
こ
ろ

　

川
口
地
区
め
ぐ
り

７

弘
化
四
年
（
一八
四
七
）
の
善
光
寺
地
震
で
は
、

大
岡
の
他
の
地
区
は
土
砂
崩
れ
被
害
だ
っ
た
が
、

川
口
は
水
の
氾
濫
被
害
も
大
き
かっ
た
。

塞
き
止
め
ら
れ
た
犀
川
の
水
が

川
口
ま
で
迫
っ
て
き
た
。

↓岩倉の大崩落で
犀川が塞き止められ
河岸の村が浸水。
（絵図の濃色村名）

川口地区全体では寛政十一年（１７
９９）銘や昭和までの各時代に建て
られた四つの筆塚がある。川口では
他にも近隣の俳諧で指導をする者や
寺子屋師匠を輩出している。

筆
塚
寺
子
屋
文
化
継
承
の
地
。

本間三左衛門筆塚には門弟で草書に
長けた熊井伊右衛門書による師の辞
世の句が添えられている。温かな人柄
がにじむ句だ。慶応２年、70歳で寂。

「雪解けやよく並びたるつくづくし」

立地上古くは小松尾城や大岡地域の防衛拠点、江戸後
期からは通船も許され、いくつかの橋が架かるまで村外
との往来や産物輸送の役割を担った。川漁は投網、釣り、
アカシ漁（松根を夜燃やした明かりで、動かない魚をヤ
スで突く）で、ウグイ（あかうお）、オイカワ（じんけん）、
アカザ（さすり）、カジカ、ウナギなどが捕れた。

塩
入
作
右
衛
門
は
書
と
算
学
に
長
け

文
政
ま
で
四
十
余
年
読
み
書
き
そ
ろ

ば
ん
を
子
弟
に
教
え
てい
た
。

船
着
場
川
口
〜
橋
木
（
日
原
村
）

昭
和
八
年
ま
で
渡
船
が
あ
っ
た
。

川
霧
が
美
味
し
い
作
物
を
育
む

特
有
の
川
口
甘
柿
。

川
口
特
有
の
川
霧
が
美
味
し
い
柿

を
育
む
、
川
口
の
名
を
冠
し
た
甘

柿
は
早
生
種
で
四
角
い
の
が
特
徴
。

ま
た
、
ハ
チ
ヤ
柿
の
畑
も
あ
り

干
し
柿
も
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。

橋
木
橋
の
竣
工
記
念
碑
。

当
時
の
大
町
町
長
の
筆
。

川と陸の要衝　
大正9年 (1920)…長野~飯田線 県道認定
昭和8年 (1933)…川口橋竣工
昭和11年 (1936) …橋木橋竣工
昭和１３年 (1938)…国道１９号線開通
昭和27年 (1952)…大岡～新町線バス運行開始 
昭和５５年 (1980) …橋木橋竣工現橋
昭和56年 (1981)…川口・置原・日名橋 完成

かわ　  おか　　　ようしょう
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